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第　 1　問

AB = 6，BC =
√
6，CA = 3

√
2である△ABCにおいて，−→

a =
−→
CA，−→

b =
−→
CBとお

く。次の問いに答えよ。

(1) 内積 −→
a ·

−→
b を求めよ。

(2) 2
−→
a +

−→
b の値を求めよ。

(3) 点 Aを通り直線 BCと直交する直線をm，点 Bを通り直線 ACと直交する直線を
nとする。mと nの交点を Pとしたとき，−→

CPを −→
a と −→

b を用いて表せ。
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第　 2　問

3個のさいころを同時に投げ，それらの出た目の積を X とし，X を素因数分解したと
きの 3の指数を Y とする。ただし，X が 3で割り切れない場合は Y = 0とする。たとえ
ば，X = 45 = 32 · 5のときは Y = 2であり，X = 50 = 2 · 52 のときは Y = 0である。
次の問いに答えよ。

(1) X = 216となる確率を求めよ。

(2) X = 36となる確率を求めよ。

(3) Y ≧ 1となる確率を求めよ。

(4) Y の期待値を求めよ。
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第　 3　問

高さ hの四角柱から高さ hの円柱をくり抜いた立体図形 Gを考える。ただし，四角柱
の底面は 1辺の長さが 3r の正方形で，円柱の底面はその正方形の内部に含まれる半径 r

の円とする。このとき，Gの表面積 S と体積 V は，くり抜く円柱の位置によらない。次
の問いに答えよ。

(1) 表面積 S を，r と hを用いて表せ。

(2) 体積 V を，r と S を用いて表せ。

(3) S = 6とする。r が変化するとき，体積 V の最大値とそのときの r の値を求めよ。
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